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１ 会長挨拶 
 

全国高等学校インテリア科教育研究会会長 

相浦 敦 

（千葉県立市川工業高等学校長） 

 

平素より，会員校の教職員の方々並びに賛助会員の皆様におかれましては，日本の

産業教育，インテリア教育と併せて本研究会の充実・発展に御尽力いただいておりま

すことに感謝申し上げます。また，第５４回全国高等学校インテリア科教育研究大会

の開催にあたり，会場を提供していただきました，東京都立工芸高等学校 杉浦文俊

校長はじめ，同校インテリア科の教職員の方々に厚くお礼申し上げます。 

さて，本研究会は，昭和３９年３月に，全国高等学校工芸科教育研究会として発足

し，昭和４８年度に現在の名称に改称され，今年度で６１年目を迎えます。発足当時，

４６校でスタートし，昭和５９年には，５２の会員校がありましたが，生徒数の減少

や学科改編，統廃合もあり，現在２１校となっております。そのような中，近年では

大学において，建築・デザイン系の学部や学科が，女子大も含めて増えてきている現

状があります。工業の専門高校で学ぶ魅力や意義などの情報発信をさまざまに行い，

魅力あふれるインテリア系学科の生徒数増に繋げていきたいところです。そのために

は，これまでの時代を担ってきたベテラン教職員の退職に伴う，木工技術をはじめと

したものづくり技術の伝承をいかに行なっていくかといった課題を解決していく必

要もあります。地域の技術者や会員校同士のネットワーク活用も必要不可欠なものと

感じています。 

このような課題もある中，ChatGPT をはじめとする生成ＡＩが凄まじい勢いで進

展し，テキストだけでなく，画像生成技術の進歩も目を見張るものがあります。この

ような状況の中，生成ＡＩが苦手とする分野である，人が持っている創造力や発想力，

アイディアといったものの重要性が増していると感じます。会員各校におかれては，

日々の生徒に対する学びの支援の中で，柔軟な思考でユニークなアイディアを出し合

い，議論することで新たなアイディアを生み出したり，そのアイディアを深めたりし，

そして確かな技術力で作品へと具現化していくといった活動をされていることと思

います。 

今回，本冊子の表紙と裏表紙は，東京都立工芸高等学校と千葉県立市川工業高等学

校の生徒作品となっています。そして，両校ともに各校において実施した，コンペ形

式で選ばれた作品となっています。生徒の創造力やアイディアは素晴らしいものがあ

ると感じられるとともに，その学びを支える教職員の教育活動の賜物であります。 

また，今回の研究大会では，３校からの研究発表と株式会社ワコムの伊藤宏哲様，

中央工学校の生川清孝様，お二人からの講演を予定しています。特に，研究発表で取

り上げられている課題は，３校とも違った内容となっていますが，共に会員各校でも

抱えている課題であるように思われます。質疑などをとおして何かしらのヒントにな

ることを期待しています。 

結びに，本研究大会を通じて，会員各校及び教職員の皆様がますます発展されるこ

とを祈念し，御挨拶とさせていただきます。 
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２ 大会要項 

 

第５４回全国高等学校インテリア科教育研究大会実施要項 
 

１  大会名  第５４回全国高等学校インテリア科教育研究大会 

 

２  主 催  全国高等学校インテリア科教育研究会（略称：全イ研） 

 

３  後 援  文部科学省 

        東京都教育委員会 

        東京都産業教育振興会 

        公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

                 

         

４  期 日  令和 ６年８月７日（水） 大会前日  第２回協議会（理事会） 

令和 ６年８月８日（木） 大会１日目 開会行事 

講話・総会・講演・研究発表 

ものコン審査（見学） 

        令和 ６年８月９日（金） 大会２日目 大学見学 

                           閉会行事 

５  会 場  大 会 前 日  ８月 ７日（水）   

大会１日目  ８月 ８日（木） 

東京都立工芸高等学校   

〒113-0033 東京都文京区本郷１－３－９ 

                     TEL 03-3814-8755  FAX 03-3812-4855 

大会２日目  ８月９日（金） 

武蔵野美術大学   

〒187-8505  東京都小平市小川町１－７３６ 

                     TEL 042-342-6021   

 

６  目 的  高等学校インテリア科教育推進のため、全国のインテリア科及びこれに 

準ずる学科・コース等の設置校関係職員が一堂に会し、インテリア科教 

育の果す役割と携わる者としての専門性を向上させ、今後のインテリア 

科教育の発展と充実を図る。 

 

７  日 程  別紙大会日程による 

 

８  参加者  全国高等学校インテリア科教育研究会加盟校の関係教職員、全国高等学校イン    

        テリア科教育研究会顧問・賛助会員・個人会員、文部科学省、東京都教育委員 

        会、東京都産業教育振興協会、全国工業高等学校長協会、東京都高等学校工業 

部会、関係団体・企業・大学・専門学校 等 約５０名 

 

９  大会事務局 

        千葉県立市川工業高等学校 全イ研事務局長 伊藤 智大 

        〒272‐0031 市川市平田 3-10-10     TEL 047-378-4186   

        東京都立工芸高等学校   全国大会担当 竹野 秀治 

 〒113-0033 東京都文京区本郷 1-3-9 TEL 03-3814-8755  
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３ 大会日程 
 

教育研究大会 

１日目  ８月 ８日（木）東京都立工芸高等学校 

１０時００分 大会受付・諸会費納入 

                        １０時３０分 開会行事（司会：千葉県立市川工業高等学校教頭） 

開会の言葉（全イ研理事長） 

                             会長挨拶（千葉県立市川工業高等学校校長） 

                        歓迎の言葉（東京都立工芸高等学校校長） 

来                       来賓祝辞（東京都教育委員会） 

                来賓紹介（全イ研会長） 

                閉会の言葉（全イ研理事長） 

         １１時００分 総会 

                 議事 

                       議長団選出 

                    （１）令和５年度 事業報告 

                （２）令和５年度 会計決算報告・監査報告 

                （３）令和６年度 新役員・委員の推薦（案） 

                （４）令和６年度 事業計画（案） 

                （５）令和６年度 会計予算（案） 

                （６）次期当番校 

                （７）輪番校について 

         １１時３０分 東京都立工芸高等学校施設見学 

         １２時００分  審査員による講評＆交流会 

１２時３０分 休憩 

         １３時３０分 研究発表 水沢工業、長崎工業、名古屋工芸（２０分×３） 

         １４時３０分 質疑応答（１０分間） 

         １４時４０分 休憩 

         １４時５０分 賛助会員講演①（３０分） 

１５時２０分 賛助会員講演②（３０分） 

１５時５０分 質疑応答（１０分） 

         １６時００分 事務連絡・散会 

１７時１５分  教育懇談会受付・会費納入 

         １７時３０分  開宴  

         ２０時３０分  閉宴 

 

 

 

２日目  ８月９日（金） バス（東京都立工芸高等学校→武蔵野美術大学→東京駅） 

          ８時３０分 東京都立工芸高等学校集合 

  １０時００分 武蔵野美術大学見学 

１４時３０分 東京駅到着 

  １４時４５分 ～１６時３０分 東京駅視察 
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４ 開会行事 

 
司 会  市川工業高等学校  教頭 山﨑 泰浩 

    

 （１）開式のことば 全国高等学校インテリア科教育研究会    理 事 長 伊藤 智大 

                      （千葉県立市川工業高等学校 インテリア科） 

 

 （２）会長あいさつ  全国高等学校インテリア科教育研究会    会  長  相浦 敦 

             （千葉県立市川工業高等学校 校長） 

         

 （３）歓迎のことば 全国高等学校インテリア科教育研究会    副 会 長  杉浦 文俊 

             （東京都立工芸高等学校 校長） 

 

 （４）来 賓 祝 辞  東京都教育庁指導部  主任指導主事 産業教育担当 山本 進一 様 

 

 

（５）閉式のことば 全国高等学校インテリア科教育研究会    理 事 長 伊藤 智大 

              （千葉県立市川工業高等学校 インテリア科 ） 
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６ 総会 （11:00～11：30） 

進行：千葉県立市川工業高校 教頭 山﨑 泰浩 

会則－運営内規 第 5‐4  

総会の成立は委任状も含め加盟校数の５分の４以上の出席を必要とする 

 

 議長団選出 

 

   会則－運営内規 第5‐2 総会の議長は理事会で推薦し、総会開会時に承認を受ける。 

 

         議長:香川県立高松工芸高等学校  上島 昇二郎 

鹿児島県立川内商工高等学校 栗田 大輔 

 

議事１ 令和５年度 事業報告 

 

（１）協議会 

第１回協議会 令和５年 ５月１９日（金）場所：千葉県立市川工業高等学校  

第２回協議会 令和６年 ３月２２日（金）場所：千葉県立市川工業高等学校 

 

（２）全国高等学校インテリア科教育研究会  

   期 日： 令和５年８月７日（月）１４：００～ 

            ８月８日（火）１０：００～ 

   会 場：エル・ソーラ仙台（１日目）、アイリスオーヤマ株式会社（２日目） 

      当番校：宮城県工業高等学校     

内 容：開会行事・講話・講演・企業研修・閉会行事 

 

（３）委員会・担当 

①第１７回高校生ものデザインコンテスト   

   主  催：全国高等学校インテリア科教育研究会 

   後  援：社団法人 全国工業高等学校長協会  
協  賛：拓殖大学･千葉工業大学･日本工業大学・青山製図専門学校 

専門学校ICSカレッジオブアーツ・専門学校山脇美術専門学校 

TTC株式会社タケダ事業本部・JAFICA  

日本フリーランスインテリアコーディネーター協会  
   参加資格：全国高等学校インテリア科教育研究会加盟校の生徒 

   課  題：クラフト部門 テーマ：自由 

インテリアデザイン部門 テーマ：高校生の住まいを考える  

   表  彰：最優秀賞、優秀賞、優良賞、奨励賞 

   担 当 校：東京都立工芸高等学校  

   エントリー：７月１４日必着 

募集期間：７月２４日～２８日必着 

応 募 数：クラフト部門 ６１点・インテリアデザイン部門 ２０９点 

  合計２７０点(昨年２４３点) 

 

②ホームページについて 

「第１７回高校生ものデザインコンテスト」の募集要項等をホームページに掲載。 

 

 

 

 
５ 



（４）優良生徒表彰 

    令和５年度加盟校関係学科卒業見込み生徒。全定各１名を表彰。 

（５）賛助会員および個人会員の募集 

    令和６年度 株式会社ワコム、株式会社アーティストリー加入予定 

（６）会員の表彰および顧問の推薦 

    なし 

（７）関係団体の催し 

 ①令和６年度 住まいのインテリアコーディネーションコンテスト 高校生部門 

主催：公益社団法人 インテリア産業協会   
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議事２ 令和５年度 会計決算報告・監査報告 

（１）一般会計（決算報告）

①収入の部

（単位：円）

５年度予算 ５年度決算 比較増減 摘　　　　　要

１　繰越金 1,134,093 1,134,093 0

２　学校会費 210,000 210,000 0 10,000円×2１校　

３　個人会費 4,000 4,000 0 2,000円×２名

４　賛助会費 210,000 230,000 20,000 10,000円×23口

５　事業費 30,000 30,000 0
生徒参加型競技会(ものﾃﾞｻﾞｲﾝ協賛金)
(財)建築技術教育普及ｾﾝﾀｰ

６　補助金 50,000 50,000 0 全工協より

７　雑収入 8 10 2 利子

1,638,101 1,658,103 20,002

②支出の部

（単位：円）

5年度予算 5年度決算 比較増減 摘　　　　　要

１　事務費 35,000 15,363 △ 19,637 備品、消耗品等

２　通信費 20,000 13,318 △ 6,682 郵送費、切手代等

３　会議費 3,000 2,831 △ 169 湯茶等 

４　渉外費 30,000 30,550 550 JAFICA年会費（手数料）

５　事業費 950,000 488,373 △ 461,627

① 教育研究大会費 0 0 0 教育研究大会費助成

② 研究協議会費 450,000 178,120 △ 271,880 役員交通費

③ ホームページ運営費 10,000 2,424 △ 7,576 ＨＰ運営経費

④ 優良生徒表彰 30,000 14,405 △ 15,595 賞状、ﾎﾙﾀﾞｰ、送料

⑤ 生徒参加型競技会 160,000 154,611 △ 5,389 ものﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾃｽﾄ助成

⑥ 地区教研費 300,000 138,813 △ 161,187 地区教研費助成（手数料）

⑦ 教育課程研究費 0

⑧ 記念誌編集費 0

６　予備費 600,101 0 △ 600,101

1,638,101 550,435 △ 1,087,666

差引残高1,107,668円は令和６年度に繰り越します。

項　　　　　目

合　　　　　計

項　　　　　目

合　　　　　計

1,658,103（収入総額）－550, 435（支出総額）＝1,107,668（差引残高）
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（２）特別会計 
 （２）特別会計（決算報告）

①収入の部

（単位：円）

５年度予算 ５年度決算 比較増減 摘　　　　　要

1,282,787 1,282,787 0

0

0 0 0

12 12 0 利子

1,282,799 1,282,799 0

（単位：円）

５年度予算 ５年度決算 比較増減 摘　　　　　要

1,100,000 0 △ 1,100,000 次期記念事業等積立

100,000 0 △ 100,000

82,799 0 △ 82,799

1,282,799 0 △ 1,282,799

1,282,799円（収入総額）－0円（支出総額）＝1,282,799円（差引残高）

差引残高1,282,799円は、令和６年度に繰り越します。

項　　　　　目

１　繰越金　

２　記念事業等積立金

３　寄付金

４　雑収入

合　　　　　計

②支出の部

項　　　　　目

１　記念事業等積立金

２　教育研究会大会助成

３　予備費

合　　　　　計

 
 

  上記のとおり、令和５年度一般会計ならびに特別会計の決算について報告いたします。 
令和６年 ５月 ２４日 

 

全国高等学校インテリア科教育研究会 会計 伊藤 智大 
（３）決算監査報告      

      

令和５年度一般会計決算、 特別会計決算を監査した結果、通帳および帳簿等の 

書類が適正に執行されていることを認めます。    

  

      

    令和６年 ５月 ２４日    

  監 事   山鹿  幸宏      印略   （宮崎県立宮崎工業高等学校） 

 

令和６年 ５月 ２４日    

  監 事  松原  大祐      印略   （岐阜県立高山工業高等学校） 

 

 

 

 

 

 

 

８ 



議事３ 新役員・委員の推薦（案） 

 

 

 

役  職 

令 和 ５ 年 度  

役  職 

令 和 ６ 年 度 

氏  名 学  校  名 氏  名 学  校  名 

会  長 相浦 敦 千葉県立市川工業高等学校 会  長 相浦 敦 千葉県立市川工業高等学校 

副 会 長 杉浦 文俊 東京都立工芸高等学校 副 会 長 杉浦 文俊 東京都立工芸高等学校 

理 事 長 伊藤 智大 千葉県立市川工業高等学校 理 事 長 伊藤 智大 千葉県立市川工業高等学校 

副理事長 斎藤 俊博 東京都立工芸高等学校 副理事長 斎藤 俊博 東京都立工芸高等学校 

理  事 岡田  依子 大阪府立工芸高等学校 理  事 上島 昇二郎 香川県立高松工芸高等学校 

今福 清秀 鹿児島県立隼人工業 

高等学校 

栗田 大輔 鹿児島県立川内商工 

高等学校 

 

会  計 伊藤 智大 千葉県立市川工業高等学校 会  計 伊藤 智大 千葉県立市川工業高等学校 

監   事 池田 征史 名古屋市立工芸高等学校 監  事 松原 大祐 岐阜県立高山工業高等学校 

尾家 信也 大分県立鶴崎工業高等学校 山鹿 幸宏 宮崎県立宮崎工業高等学校 

ＨＰ担当 伊藤 智大 千葉県立市川工業高等学校 ＨＰ担当 河村  司 千葉県立市川工業高等学校 

ものコン担当 松本 和樹 東京都立工芸高等学校 ものコン担当 松本 和樹 東京都立工芸高等学校 

教科目研担当 加藤 幸信 宮城県工業高等学校 教科目研担当 尾崎 由来 三重県立伊賀白鳳高等学校 

全国大会担当 竹野 秀治 東京都立工芸高等学校 全国大会担当 竹野 秀治 東京都立工芸高等学校 

 

                                               

＊「ＨＰ」とは、ホームページのこと。「ものコン」とは、高校生ものデザインコンテストのこと。 

＊「教科目研」とは、教科目研究会のことで、大会の開催されない年度に行われる。（隔年開催） 

  

その他 

（１）顧問の選任について 

   ※本人の承諾を確認した方のみを次年度以降の顧問とする。 

・理事会の推薦により顧問を置くことができる。（会則第９条） 

・理事会において推薦し、総会の承認を得る。（運営内規第４-３） 
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議事４ 令和６年度 事業計画（案） 

（１）協議会 

第１回協議会 令和６年 ５月２４日（金）場所：千葉県立市川工業高等学校 

第２回協議会 令和６年 ８月 ７日（水）場所：東京都立工芸高等学校  

第３回協議会 令和７年 ３月２１日（金）場所：千葉県立市川工業高等学校 

 

（２）第５４回全国高等学校 インテリア科 教育研究大会（案） 

   期 日： 令和６年８月７日（水）第２回協議会（理事会） 

            ８月８日（木）大会１日目 

            ８月９日（金）大会２日目 

   会 場：東京都立工芸高等学校 

      当番校：千葉県立市川工業高等学校、東京都立工芸高等学校    

内 容：開会行事・ものコン審査見学・大学見学等 

 

（３）第１８回高校生ものデザインコンテスト 

   エントリー：令和６年７月１２日(金) 必着  

募集期間：令和６年７月２２日(月)〜２６日（金）必着 

＊詳細はホームページにて掲載中 

「ＪＡＰＡＮＴＥＸ２０２４」（１１月２０日（水）～２２日（金））全イ研ブース展示予定 

    

（４）優良生徒表彰 

   １２月に優良生徒調査 

 

（５）賛助会員および個人会員の募集 

   継続して実施 

 

（６）会員の表彰および顧問の推薦 

継続して実施 

 

（７）関係団体の催し 

①令和６年度 住まいのインテリアコーディネーションコンテスト 高校生部門 

    主催：公益社団法人 インテリア産業協会   

    ＊詳細は全イ研ホームページ掲載中  

   ②未来に続くインテリアコンテスト２０２４  

    主催：一般社団法人 日本フリーランスインテリアコーディネーター協会 

    ＊詳細は後日主催者から発信予定 
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議事５ 令和６年度 会計予算（案） 

 

（１）一般会計

①収入の部

（単位：円）

５年度予算 6年度予算 比較増減 摘　　　　　要

１　繰越金 1,134,093 1,107,668 △ 26,425

２　学校会費 210,000 210,000 0 10,000円×2１校　

３　個人会費 4,000 4,000 0 2,000円×２名

４　賛助会費 210,000 210,000 0 10,000円×2１口

５　事業費 30,000 30,000 0
生徒参加型競技会(ものﾃﾞｻﾞｲﾝ協賛金)
(財)建築技術教育普及ｾﾝﾀｰ

６　補助金 50,000 50,000 0 全工協より

７　雑収入 8 5 △ 3 利子

1,638,101 1,611,673 △ 26,428

②支出の部

（単位：円）

５年度予算 ６年度予算 比較増減 摘　　　　　要

１　事務費 35,000 35,000 0 備品、消耗品等

２　通信費 20,000 20,000 0 切手

３　会議費 3,000 3,000 0 湯茶等 

４　渉外費 30,000 30,000 0 JAFICA年会費、交通費等

５　事業費 950,000 950,000 0

① 教育研究大会費 0 300,000 300,000 教育研究大会費助成

② 研究協議会費 450,000 450,000 0 役員交通費

③ ホームページ運営費 10,000 10,000 0 ＨＰ運営経費

④ 優良生徒表彰 30,000 30,000 0 賞状、ﾎﾙﾀﾞｰ、送料

⑤ 生徒参加型競技会 160,000 160,000 0 ものﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝﾃｽﾄ助成

⑥ 地区教研費 300,000 0 △ 300,000 地区教研費助成

⑦ 教育課程研究費 0

⑧ 記念誌編集費 0

６　予備費 600,101 573,673 △ 26,428

1,638,101 1,611,673 △ 26,428

項　　　　　目

合　　　　　計

項　　　　　目

合　　　　　計
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（２）特別会計

①収入の部

（単位：円）

５年度予算 6年度予算 比較増減 摘　　　　　要

1,282,787 1,282,799 12

0

0 0 0

12 12 0 利子

1,282,789 1,282,811 22

（単位：円）

５年度予算 6年度予算 比較増減 摘　　　　　要

1,100,000 1,100,000 0 次期記念事業等積立

100,000 100,000 0

82,799 82,811 12

1,282,789 1,282,811 22

２　教育研究会大会助成

３　予備費

合　　　　　計

②支出の部

項　　　　　目

１　記念事業等積立金

３　寄付金

４　雑収入

合　　　　　計

項　　　　　目

１　繰越金　

２　記念事業等積立金

 
 

  
 

 

 

議事６ 次期当番校（案） 

    名 称：第５５回全国高等学校インテリア科教育研究大会  

    期 日：月日未定 

    当番校：大分県立鶴崎工業高等学校 
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議事７ その他（輪番校について）  

 

輪番表

平成 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

令和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

西暦 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

周期 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

1 水沢工業 ○ ○ ◇ ○ ○ ○ ○

2 宮城県工業 △ △ ◇ ○ ○ ★ ◇ ○ ○ ☆

3 市川工業 ◎ ◎ ◎ ◎☆ ○ ○◇○★○◇ ○ ○ ◎ ◎ ◎☆ ◎ ◎ ◇ ○ ○ ★

4 都立工芸 △ △ ◎ ◎ ◎ ◎◇○★ ○ ○ ○ ○☆ ◇ ◎ ◎ ◎ ◎

5 木曽青峰 ○ ○ △ △ ◇ ★ ★ ○ 〇 ◇

6 名古屋工芸 ★ ○ ○ △ △ ◇ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◇

7 高山工業 ◇ ○ ○ △ △ ◇ ★ ○ ○

8 伊賀白鳳 ◇ ○ ☆ ○ ○ ★ △ △ ◇ ○

9 大阪工芸 ★ ◇ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ △ △ ◇ ★

10 高松工芸 △ △ ◇ ○ ○ ☆ △ △ ◇

11 博多工業 ○ ○ 〇 〇 △ △ ○ ☆ ◇ ◇ ○ ○ △ △ ◇

12 長崎工業 ○ ○ △ △ ◇ ○ ○ △

13 熊本工業 ☆ ○ ○ △ △ ◇ ○ ○

14 八代工業 ○ ○ ○ ☆ ☆ ◇ ○ ○

15 鶴崎工業 ○ ○ △ △ ☆ ◇ ○

16 宮崎工業 ○ ☆ ○ ○ △ △ ◇

17 都城工業 ◇ ○ ○ △ △ ☆ ◇

18 隼人工業 ◇ ○ ○ △ △

19 川内商工 ◇ ○ ○ △ △ ☆

20 鹿児島工業 ◇ ○ ○ △ △

21 浦添工業 ◇ ○ ○ △

  　　　　　　　◎は事務局  ☆ は研究大会(総会) ○は理事 △は監事 ◇は研究発表
 ◎◎◎◎は会長・理事長   ☆ は副会長・副理事長 はものコン担当 ★ は教科目研究会担当
　※加盟校の増減、各校の事情等により支障が出た場合は、その都度理事会で協議する。
　※上記の理由で今後輪番表が変更されることもあるため、最新の輪番表により運用する。
覚え書き・研究大会と教科目研究会は隔年で開催する

・研究大会と教科目研究会、理事･監事・研究発表は加盟校で輪番で担当する
・閉校･閉科による退会で開催に支障が出る場合は基本的に前倒しとし、入会の場合も
 含めてその都度理事会で協議する
・事務局は理事会等の交通の利便性を考えて当面のあいだは市川工業・都立工芸
 名古屋市立工芸・大阪府立工芸で交代で担当する
・ものデザインコンテストは後援団体の交通の利便性を考えて当面の間は市川工業と
 都立工芸で担当する

令和5年4月22日

 
 

 

 

 

 

１３ 



７ 会則 
 
〔名  称〕 

第１条 本会は全国高等学校インテリア科教育研究会と称する。 

 

〔事 務 局〕 

第２条 本会の事務局は会長の在任校に置く。 

 

〔目  的〕 

第３条 本会はインテリア科およびこれに準ずる学科(以下インテリア科と称する)を設置

している全国の高等学校が，相互に密接な連携を保ち，インテリア科教育について

の振興を図ることを目的とする。 

 

〔事  業〕 

第４条 本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行う。 

１．インテリア科教育に関する調査研究および発表。 

２．インテリア科教育についての情報交換および連絡。 

３．関連産業界との連絡連携。 

４．ホームページの作成と運営。 

５．その他本会の目的達成に必要と認められた事項。 

 

〔組  織〕 

第５条 本会は、次の会員を以て組織する。 

１．正 会 員  ・インテリア科を設置する全国の高等学校の校長および関係職員。 

・理事会の承認を得た個人。 

２．賛助会員 ・本会の趣旨に賛同する会社、大学、専門学校など理事会の承認を得 

たもの。 

 

〔役員とその選出〕 

第６条   本会に次の役員を置く。任期は原則２年とし、再任を妨げない。補欠による役員

の任期は前任者の残任期間とする。 

１．会  長  １名  理事長在任の校長 

２．副 会 長  １名  教育研究大会当番校校長 

３．理 事 長  １名  事務局理事 

４．副理事長  １名  教育研究大会当番校理事 

５．理  事    若干名 

６．監  事  ２名 

  第７条  役員は正会員の中から理事会で選出し、総会の承認を得る。 

 

〔役員の任務〕 

第８条 役員の任務は次のとおりとする。 

１．会長は本会を代表し、会務を総括する。 

２．副会長は会長を補佐し、会長に支障のあるときは任務を代行する。 

３．理事長は会務の運営ならびに企画原案を作成するとともに事務局長を兼務する。 

４．副理事長は理事長を補佐するとともに教育研究大会の企画運営にあたる。 

５．理事は会務を分掌し、事業計画、予算、決算等重要事項を審議する。また、各委

員会の委員長を兼務する。 

６．監事は会計を監査する。 
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〔顧  問〕 

第９条 理事会の推薦により顧問を置くことができる。 

 

〔会  議〕 

第10条 会議は次のとおりとする。 

１．総 会・・・２年に１回開催し、会務ならびに会計決算報告、役員の改選、

会則の改廃等をなす。ただし必要に応じて臨時総会を開くこと

ができる。 

 また、総会が開催されない年度の重要議案は書面表決等をもっ

て理事会に委ねる。 

２．理 事 会・・・必要に応じて会長が召集し、召集時には協議会の名称を使用す 

る。 

３．委 員 会・・・必要に応じて会長が召集する。 

４．地区教研・・・必要に応じて会長が召集する。 

第11条 会議の成立，議決方法は別に定める。 

 

〔会  計〕 

第12条 本会の経費は会費，補助金，寄付金、その他の収入をもって充てる。 

    学校会費は年額１０,０００円とし，年度始めに納めるものとする。 

第13条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

 

〔表   彰〕 

第14条 本会の教育活動振興および発展に貢献し、推奨するに足ると認められる会員・生徒・ 

個人を表彰する。 

 

第15条 表彰の基準は次の各号に該当するものとする。 

１．会員ならびに個人の表彰について 

(1)本会の教育の向上に特に貢献した者。 

(2)その他本会が表彰することを適当であると認める者。 

(3)表彰者の推薦は理事会で行い会長がこれを決定する。 

２．生徒の表彰について 

(1)関係学科の卒業見込み者で学校長の推薦があった者。(各校全定それぞれ１名) 

 

 

〔附  則〕 

第16条 本会則は昭和５８年４月１日から実施する。 

 

第17条 本会則は会員校数の３分の２以上の賛成をもって改廃することができる。ただし欠 

席会員校は委任状をもってこれに代えることができる。 

 

第18条 本会の運営規定は内規として別に定める。 

 

最終改正 平成２１年７月２３日 
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８ 研究発表① 
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８ 研究発表② 
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８ 研究発表③ 
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２１ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ 



 

Ｍemo                                            

 

                                                                                   

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                                                                   

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                                                                   

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                                                                   

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                            

 

                                                                                   

 

                                            

 

                                            

 

                                            

２３ 

 



９ 講  演  
   講 演 ① 

        「Wacom からのご案内」 
 

株式会社 ワコム  フィールドコミュニケーションサービス 伊藤 宏哲 様 
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２７ 



    講 演 ② 

中央工学校 教務部 工業第一教員室 室長   

      生川 清孝 様 
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Ｍemo                                            
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１０ 閉会行事 

 

司 会  千葉県立市川工業高等学校  教頭 山﨑 康浩 

    

 （１）開会のことば 全国高等学校インテリア科教育研究会    理 事 長 伊藤 智大 

                      （千葉県立市川工業高等学校 インテリア科 ） 

  

 （２）会長あいさつ  全国高等学校インテリア科教育研究会    会  長  相浦 敦 

             （千葉県立市川工業高等学校 校長） 

 

（３）閉会のことば 全国高等学校インテリア科教育研究会    理 事 長 伊藤 智大 

                      （千葉県立市川工業高等学校 インテリア科 ） 

 

 （４）大 会 終 了 
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１１ 参加者名簿                      

８/７（水） ８/９（金）

総

会

昼

食

午

後

日

程

教

育

懇

談

会

1 東京都教育庁指導部　主任指導主事　 山本　進一

2 有限会社　秋山木工 秋山　利輝 5000

3 ものつくり大学名誉学長 赤松　明 7000 〇 5000

4 TTC株式会社 市毛　大 7000 1000 〇 5000 〇

5 株式会社　ワコム 伊藤　宏哲 7000 〇 5000

6 中央工学校 生川　清孝 7000 1000 〇 5000 〇

7 岩手県立水沢工業高等学校 細谷　正憲 7000 1000 〇 5000

8 宮城県工業高等学校 加藤　幸信 7000 1000 〇 5000 〇

9 相浦　敦 〇 7000 〇 5000 〇

10 金子　裕行 〇 5000 〇

11 伊藤　智大 〇 7000 〇 5000 〇

12 鈴木　宏太 〇 5000 〇

13 向山　泉美 〇 5000 〇

14 平山　康一郎 〇 5000 〇

15 河村　司 〇 5000 〇

16 谷川　恵理 〇 5000 〇

17 原田　笑実 〇 5000 〇

18 斎藤　俊博 〇 7000 〇 5000 〇

19 竹野　秀治 〇 〇 5000 〇

20 森田　聡 5000 〇

21 松本　和樹 〇 5000 〇

22 林田　千鶴

23 矢部　孝

来賓

賛助会員

加盟校

千葉県立市川工業高等学校

東京都都立工芸高等学校

全日制

第５４回全国高等学校インテリア科　教育研究大会　参加者一覧表

NO 所属 氏名

８/８（木）

第

２

回

協

議

会

大会１日目

大会２日目

 
 

 

 

 

 

３２ 

 



24 片山　路仁 〇 〇 〇 〇

25 關戸　亮 〇

26 前田　康弘 〇 〇

27 伊藤　聖樹 〇 〇

28 平野　惠麻 〇

29 冨田　眞理子 〇

30 長野県木曽青峰高等学校 古畑　良一 〇 〇 〇 〇 〇

31 池田　征史 〇 〇 〇 〇 〇

32 小笠原　彩乃 〇 〇 〇 〇

33 岐阜県立高山工業高等学校 松原　大祐 〇 〇 〇 〇 〇 〇

34 尾﨑　由来 〇 〇 〇 〇 〇 〇

35 中山　啓介 〇 〇 〇 〇 〇

36 大阪府立工芸高等学校 岡田　依子 〇 〇 〇 〇 〇

37 上島　昇二郎 〇 〇 〇 〇 〇 〇

38 中井　優太 〇 〇 〇 〇 〇

39 福岡市立博多工業高等学校 松﨑　香代 〇 〇 〇 〇 〇

40 長崎県立長崎工業高等学校 松尾　陽平 〇 〇 〇 〇 〇

41 熊本県立熊本工業高等学校 高宮　誠 〇 〇 〇 〇 〇

42 尾家　信也 〇 〇 〇 〇 〇

43 佐藤　大作 〇 〇 〇 〇 〇

44 宮崎県立宮崎工業高等学校 山鹿　幸宏 〇 〇 〇 〇 〇

45 鹿児島県立隼人工業高等学校 今福　清秀 〇 〇 〇 〇 〇

46 栗田　大輔 〇 〇 〇 〇 〇 〇

47 髙階　翔紀 〇 〇 〇 〇 〇

48 鹿児島県立鹿児島工業高等学校 堀之内　公郎 〇 〇 〇 〇

大分県立鶴崎工業高等学校

鹿児島県立川内商工高等学校

名古屋市立工芸高等学校

東京都都立工芸高等学校

定時制

三重県立伊賀白鳳高等学校

香川県立高松工芸高等学校
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１２ 加盟校一覧 

 
 

 

３４ 



１３ 賛助会員紹介ページ 
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